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  「いつでも、どこでも、だれでも」
　　読書に親しめるまち八王子



 



「読書のまち八王子」の実現に向けて 

 

 読書は、知識や情報を得るためだけでなく、人間性を豊かにし、 

生活に潤いや安らぎを与え、心の糧になるものです。 

本市では、読書が持つこの計り知れない価値を認識し、「読書のまち

八王子」の実現を目指して、地区図書室の図書館化や多摩 26 市で初

となる電子書籍の導入など、様々な施策を展開してきました。その効

果は、本市が誇る市民力の向上にもつながっているものと信じていま

す。 

一方、近年スマートフォンの普及など情報環境の変化が急速に進む

中、読書環境も大きな変化を迎えています。2030 年頃には、IoT や

ビッグデータ、AI 等をはじめとする技術革新が一層進展し、超スマー

ト社会（Society5.0）の到来も予想されています。 

また、2018 年 OECD（経済協力開発機構）による学力調査（PISA）

において、日本の子どもの読解力が低下していることが報道されまし

た。この問題の要因として、子どもの読書離れが言われており、国は、平成 30 年（2018 年）4

月に、第四次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」を閣議決定し、「読書習慣の形成に向

けて発達段階ごとの効果的な取組」を推進することや「読書への関心を高める取組」、「情報環境の

変化が子供の読書環境に与える影響に関する実態把握・分析」を掲げています。 

さらに、子どもだけでなく、人生 100 年時代においては、生涯の様々なステージで活躍するた

めに必要な能力を身につけるため、リカレント教育の充実が求められており、そのための環境整備

が必要となっています。 

 これらの社会の大きな変化を捉え、本計画では、「いつでも、どこでも、だれでも」読書に親しめ

るまち八王子の実現に向け、図書館と市民、様々な関係団体との多様な“つながり”を通じて、乳

幼児から高齢者まですべての世代の読書活動を支援し、市民が生涯にわたって“読書”を楽しめる、

知的好奇心あふれるまちを目指します。また、地域づくりの視点から、図書館が、地域の情報拠点

として本と人、人と人をつなぐ“学び”の場となるよう、準備を進めていきます。 

結びに、本計画の策定にあたり、ご尽力いただきました生涯学習審議会委員の皆様をはじめ、読

書のまち八王子推進連絡会議メンバーの皆様、貴重なご意見をいただきました関係各位、市民の皆

様に心から敬意と感謝を申し上げます。 

  

 

令和２年（2020 年）３月 

 

 

                        八王子市長 
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Ⅰ 計画の策定にあたって 
 

 

 

 

本市では、平成 16 年（2004 年）３月に「読書のまち八王子推進構想」を策定し、「子ども及び市

民の読書活動に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため、次代を担う子どもたちや生涯学習時

代を生きる市民が自主的に読書に親しみ、日常生活の中に読書を取り戻して、豊かな人間性を育むこ

と」を目的として、「いつでも、どこでも、だれでも、自主的に読書活動を行うことができるよう市

民・市民団体・事業者・教育機関・行政などが連携して環境の整備を図り積極的に読書活動を推進す

る」ことを基本的な指針として掲げました。 

また、これを基本に、「第１次読書のまち八王子推進計画」を策定し、その後も、第２次、第３次計

画に基づいて、「読書のまち八王子」の実現に向けて取組を進めてきたところです。 

しかしこの間、人口減少・高齢化やグローバル化のほか、様々な分野で急速に進展する技術革新な

どにより、読書を取り巻く環境は大きく変化してきました。また、人生 100 年時代＊の到来が予測さ

れる中、豊かな人生を過ごすために生涯にわたって地域や社会で活躍し、自らの能力を高めていくこ

との重要性が認識されはじめています。 

このような状況を踏まえ、平成 27 年（2015 年）12 月の中央教育審議会＊答申においても、学

校・家庭及び地域が相互に補完し、地域全体で学びを展開していく「子どもも大人も学び合い育ち合

う教育体制」の構築による学校・家庭・地域の連携と協働のあり方が示されました。 

また、近年では家庭や職場以外における新たな居場所としての機能が図書館に求められています。 

そこで、「読書のまち八王子推進構想」の基本指針は継承しつつ、これらの社会情勢の変化を踏ま

え、平成 31 年度（2019 年度）をもって計画期間が終了となる第３次計画を改定し、新たなニーズ

を的確に捉えた「第４次読書のまち八王子推進計画」を策定します。 

 

  

 １ 計画策定の背景と趣旨 
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 本計画は、読書のまち八王子の実現に向けて、全市を挙げて取り組むための事業実施計画で

す。 

 本計画は、上位計画である「八王子市基本構想・基本計画（八王子ビジョン 2022）」や「八

王子市教育振興基本計画」「八王子市生涯学習プラン」など、関連する計画等との整合を図る

ものとします。 

 子どもの読書活動の推進に関する法律第９条第２項に基づく、「市町村子ども読書活動推進計

画」を含む計画とします。 

 

 

 

 

 

この計画の期間は、令和２年度（2020 年度）から令和６年度（2024 年度）までの５か年とし

ます。 

ただし、社会情勢の変化や、計画の進捗状況等により必要に応じて見直しを行います。 

 

  

八王子ビジョン2022

読書のまち八王子推進構想

読書のまち八王子推進計画

八王子市教育振興基本計画

ビジョン はちおうじの教育

八王子市生涯学習プラン

主な関連する市の計画

・八王子市子ども・若者育成支援計画

・八王子市地域福祉計画

・八王子市障害者計画 障害福祉計画

障害児福祉計画

・八王子市保健医療計画

・はちおうじ学園都市ビジョン

・八王子市多文化共生推進プラン

・八王子市歴史文化基本構想

・八王子駅南口集いの拠点整備基本計画＊

ほか

連携

「子どもの読書活動の

推進に関する法律」

子供の読書活動の推進に

関する基本的な計画

 ２ 計画の位置づけ 

 3 計画期間 
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Ⅱ 読書活動推進の現状と課題 
 

 

 

第３次計画（平成 27 年度（2015 年度）～31 年度（2019 年度））では、「乳幼児期からの読書

に親しむ環境づくり」「小中学生に読書の楽しさを」「身近な場所での読書に親しめる環境づくり」「図

書館に足を運べない人へのサービス」「支援の必要な人へのサービス」を課題としてとらえ、八王子市

における読書活動を推進するため 54 の具体的取組を展開してきました。主な取組は以下のとおりで

す。 

 

（１） 子ども読書活動推進編 

 

 ブックスタート＊参加者数 
        単位(名) 

区 分 平成 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

参加者数 3,575 3,764 3,534 3,311 3,306 

市民ボランティア参加者数 354 315 302 329 318 

※市民ボランティア参加者数は延数 

 

 ３歳児健診読み聞かせ＊参加者数 
       単位(名) 

区 分 平成 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

参加者数 3,973 4,767 3,847 3,780 3,831 

 

 こどもおはなし会＊入場者数 
        単位(名) 

区 分 平成 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

中央図書館 416 293 388 318 586 

生涯学習センター図書館 263 332 387 293 322 

南大沢図書館 187 383 683 699 692 

川口図書館 437 651 582 603 418 

    ※対象年齢は各館で異なる 

 

 としょかんこどもまつり＊：４月 21・22 日   

   参加者数は全館で 277 名（平成 30 年度（2018 年度）） 

 

 クリスマス会（工作会含む）：４回 156 名（平成 30 年度（2018 年度）） 

 

 1 第３次計画の主な取組と成果 
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 子ども向け読書案内（冊子・リーフレットなど） 

対 象 タイトル 配 布 方 法 等 

３ ～ ４ か 月 児 赤ちゃんと楽しむ絵本 ブックスタート時に配布 

３ 歳 児 おうちで絵本を楽しんでみませんか？ ３歳児健診時に配布 

小 学 校 ４ 年 生 図書館で調べものをしてみよう！ 小４全児童に配布 

小 ・ 中 学 生 夏の本だな 小・中学生に配布 

中 学 生 全 学 年 
東京八王子ビートレインズ選手が 

選んだ！イチオシ Bon2018 
中学生全生徒に配布 

Ｙ Ａ 図書館員が選んだイチオシ本 各館で配布 

未 就 学 児 ・ 

保 護 者 
おすすめのえほん 各館に配備 

 

 図書館体験活動 

・「一日図書館員＊」や「としょかんたんけんたい＊」 

・中学生による職場体験の受け入れ 

 

 読書感想画・感想文コンクール＊ 

 

 小学生向け「読書ノート＊」の作成・配布（平成29年度（2017年度）～） 

 

 調べる学習コンクール＊の実施（平成29年度（2017年度）～） 

 

 読み聞かせ出前講座＊ 

   平成30年度（2018年度）：児童館や小学校、高校などで６回実施・受講者：合計113名 

 

 図書館ホームページの入替により“子どものページ”などをわかりやすく充実 

（平成30年度（2018年度）） 

 

 市制100周年を記念し、本を100冊紹介した特集リストを作成 

 

 市立小・中学校への団体貸出利用実績 

区 分 平成 26 年度 27 年度 28 年度 29 年度 30 年度 

利用校数 81 校 85 97 98 94 

貸出冊数 

学級文庫 9,844冊 18,139 22,335 20,540 19,080 

調べ学習 14,522冊 11,374 12,113 12,454 12,270 

計 24,366冊 29,513 34,448 32,994 31,350 

 

 学校図書館システム＊の導入（平成 31 年４月） 
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（２） 生涯読書活動推進編 

 

 地区図書室の図書館化＊の推進 

中央図書館みなみ野分室を開室 

→由井市民センターみなみ野図書館に改称（平成 30 年 6 月） 
平成 27 年 10 月 

恩方市民センター図書館を開館 平成 30 年 10 月 

石川市民センター図書館を開館 令和元年７月 

由木中央市民センター図書館を開館 令和元年 12 月 

 

 ICT＊を活用したサービスの展開 

システム更新及びホームページ入替 平成 30 年４月 

マイナンバーカード連携 平成 30 年４月 

電子書籍サービス＊開始 平成 30 年４月 

学校図書館とのシステム連携 平成 31 年４月 

 

 ユニバーサルデザイン＊に基づく読書環境づくり 

聴覚障害のある方を対象とした「手話しゅわおはなし会＊」の開催 平成 21 年度～ 

高齢者施設読書活動支援事業＊ 平成 30 年４月 

「幸齢者サロン＊」の開催 平成 30 年度 

 

 「八王子千人塾＊」講座開催と修了者による「塾生の会」への活動支援 

 

 返却ポイントの増設 

長房ふれあい館及び市役所本庁舎へのブックポストの設置 平成 30 年 4 月 

郵便局との包括連携事業＊により市内 61 か所全ての郵便局に 

「図書返却ボックス」を設置 
令和元年７月～ 

駅周辺等のブックポスト増設 令和元年度 

 

 中央大学との共同研究＊開始（平成 29 年（2017 年）７月～） 

共同研究公開報告会の実施 平成 30 年 6 月 

共同研究公開報告会の実施 令和元年 7 月 
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（１） 国の動向 

国においては、平成 13 年（2001 年）12 月に「子どもの読書活動の推進に関する法律」が

公布・施行され、子どもの読書活動の推進に関する基本理念が定められました。この法律に基づ

き、おおむね５年にわたる子供の読書活動推進に関する基本方針と具体的方策を明らかにするた

め、平成 14 年（2002 年）８月に第一次「子供の読書活動の推進に関する基本的な計画」が策

定され、平成 30 年（2018 年）４月には第四次計画（以下「国の第四次計画」とする。）に更新

されました。 

また、小学校、中学校及び高等学校の新学習指導要領においては、言語能力の育成を図るため

に、各学校において必要な言語環境を整えるとともに、国語科を要としつつ各教科等の特質に応

じて、言語活動を充実することや、学校図書館を計画的に利用しその機能の活用を図り、児童・

生徒の自主的、自発的な読書活動を充実することが規定されました。また、新幼稚園教育要領で

は、引き続き、「絵本や物語などに親しみ、興味をもって聞き、想像をする楽しさを味わう。」と

の内容が記載されています。 

さらに、国は、障害者への差別を解消するため、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律」（平成 28 年（2016 年）４月１日施行）を定め、障害者への不当な差別を禁止するととも

に、障害者に対する合理的な配慮に努めることを法的に義務づけています。そして、視覚障害者

等における読書環境については、障害の有無にかかわらず全ての国民が等しく読書を通じて文字･

活字文化の恵沢を享受することができる社会の実現に寄与するため、「視覚障害者等の読書環境の

整備の推進に関する法律（以下、『読書バリアフリー法』とする。）」が令和元年（2019 年）６月

28 日に公布・施行され、視覚障害者等の図書館利用に関する体制整備やインターネットを利用し

たサービス提供の強化が求められています。 

 

（２）子どもの不読率の現状 

国の第四次計画では、１か月に１冊も本を

読まなかった人の割合である“不読率”は、

小学生 5.6％、中学生 15.0％、高校生

50.4％となっており、年齢が上がるにつれ

不読率が増加する傾向があることが指摘され

ています。そして、中学生までの読書習慣の

形成が不十分であること、高校生になると読

書への関心の度合いが低下することなどがそ

の原因であると分析されており、読書習慣の

形成に向けた発達段階ごとの効果的な取組の推進や、友人同士で本を薦め合うなど、読書への関

心を高める取組の充実が必要であるとしています。 

 ２ 読書活動を取り巻く現状 

第 63 回学校読書調査（公益社団法人全国学校図書館

協議会・株式会社毎日新聞社） 
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（３）図書館の利用状況 

本市では、平成 30 年度（2018 年度）市政世論調査において、市民の 67.7％が１年間に１度

も図書館を利用していない状況となっています。その理由として、41.3%の方が「利用する必要

がないから」、30.0%の方が「図書館まで遠いから」と答えています。 

  

また、図書館利用状況と住民基本台帳人口との関係では、市人口に占める登録者＊の割合は約

23％、実利用者（登録者のうち１年間に１回以上の資料貸出をした方）は 10.6％でした。そし

て、実利用者を年齢別に見ると、10 歳、20 歳、45 歳、70 歳を中心とした年代に山があり、

20 歳は市の特徴である大学生世代の利用であり、70 歳・45 歳は団塊の世代・団塊ジュニアと

呼ばれるベビーブームの世代になり、人口も多いことも要因になります。一方、小学校高学年か

ら高校生の世代では図書館の利用は下がっており、不読率と同様な傾向があることがうかがえま

す。 

(n=2,644)

週に２回以上
0.9%

週に１回程度
1.7%

月に２～３回程度
5.9%

月に１回程度
4.3%

時々（年に
数回程度）

18.0%利用して
いない
67.7%

無回答
1.6%

この１年間の市の図書館の利用頻度 

(n=1,790)

利用する必要がないから

図書館まで遠いから

開館時間・開館日に利用できないから

図書館を知らなかったから

利用手続きや規則が面倒だから

利用したい資料がないから

他市の図書館を利用するから

その他

無回答

41.3 

30.0 

9.9 

6.5 

5.4 

4.8 

3.1 

10.6 

1.2 

0% 20% 40% 60%

市の図書館を利用しない理由 
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そして、実利用者の推移では、小学校３・４年生、10 歳前後の利用がここ５年間で上昇してお

り、続いて 40 代を中心とする子育て世代、60 代以降の現役を退いた世代の利用も増えてきてい

ることがわかります。また、年度進行により 70 歳をピークとした山は右へ移動してきています

が、45 歳ではグラフが上に移動しており、10 歳前後の伸びとは正の相関関係（親子関係）があ

るものと推測できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

男女別の実利用者の状況では、人口体系と同じ傾向がありますが、70 歳までは女性の利用が多

く、特に 45 歳をピークとした就労世代・子育て世代においては男女の差が大きくなっている状

況があります。 

  

 

  

年度別 実利用者数の推移 

平成 30 年度（2018 年度）男女別・実利用者の状況 
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次に男女別の図書館資料の利用状況では、一般書は、団塊の世代の男性や団塊ジュニア世代を

含む 40 代からの女性の利用が多く、男性の 30～60 歳では、女性に比べ低い傾向があります。 

児童書は小学生とその保護者世代の女性の貸出が多く、35～45 歳がピークになっていること

がわかります。 

  

平成 30 年度（2018 年度） 貸出状況（男性） 

一般・児童の区分別 

平成 30 年度（2018 年度） 貸出状況（女性） 

一般・児童の区分別 



10 

男性の一般書では年齢進行に伴いそのピークが右に移動しており、人口構成に伴うものと考え

られ、児童書は就学前から小学生にかけて多く、子育て世代においても小さい山があります。 

女性の一般書は男性と同じく年齢進行に伴いそのピークが右に移動しています。児童書は、就

学前から小学生と、30～50 歳代にピークがありますが、一般書と異なり年齢進行に伴う右移動

がありません。 

このことは、就学前から小学生、その保護者（子育て）世代では、年度進行によらず、その世

代の利用が毎年・恒常的に増加していることがわかり、図書館利用の特徴となっています。 

 

 

 

 

  

平成 23 年度（2011 年度）～30 年度（2018 年度）貸出状況（女性） 

一般・児童の区分別 

平成 23 年度（2011 年度）～30 年度（2018 年度）貸出状況（男性） 

一般・児童の区分別 
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市民一人あたりの貸出数（年間の総貸出数を住民基本台帳上の人口で除した値）は、減少傾向

にあります。その原因については、近年のスマートフォンの普及や読書離れなどが影響している

ことが推測されます。 

 

（４）図書館の利用に支援が必要な市民の状況 

八王子市の人口推移と推計によると（推移は国勢調査から。推計は「八王子市まち・ひと・し

ごと創生総合戦略平成 30 年改定版」より）、令和２年度（2020 年度）以降も 65 歳以上人口の

増加が見込まれています。 

こうした中で、人生 100 年時代を見据え、社会人や社会人未経験者の「学び直し」（リカレン

ト教育＊）が重要となってきます。また、市中央図書館で「調べる学習」を中心に活動している高

齢者のグループである「八王子千人塾塾生の会＊」など、高齢者のいきがいづくりや趣味・教養の

ための学びの場や地域の情報拠点としての役割がこれまで以上に期待されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
▲が 65歳以上人口 

年齢構成の推計 

住民基本台帳上の人口と市民１人あたりの貸出数の推移 
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超高齢社会の進展に伴い、加齢による身体機能の低下などにより図書館に通うことができない

高齢者へのサービスや、認知症予防や認知症高齢者支援のための図書館の活用などが求められて

います。 

 

本市の外国人市民は、年々増加しており、多文化サービスの重要性も高まっています。 

要介護（要支援）認定者数及び認知症高齢者の推移 
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第３次計画の取組・成果、社会情勢等の変化をもとに、生涯学習審議会からの「八王子市の生涯

学習の振興方策について（答申）」（平成 31 年（2019 年）3 月）を踏まえ、以下のとおり課題を

整理しました。 

 

（１）すべての世代に対する切れ目ない読書活動の支援や人生 100 年時代における「学び直し」を

支える取組が必要です。 

 ブックスタート事業や３歳児健診時の読み聞かせなどの取組を切れ目なく実施する必要があ

ります。 

 高校生の不読率の改善を目指した取組が求められています。 

 子育て世代や勤労世代など社会人における図書館の利用促進のための取組が求められていま

す。 

 社会人や高齢者の学び直しを支えるための取組が求められています。 

（２）図書館が、地域の情報拠点として、様々な関係団体と連携し、人と人をつなぐ場として機能す

ることが求められています。 

 市民の課題解決や地域課題の解決に役立つ情報提供が求められています。 

 読書を通じたコミュニケーションにより、人と人とのつながりを創出し、地域コミュニテ

ィの活性化に寄与することが求められています。 

（３）市域の広い本市において、身近で読書に親しめる環境の整備が求められています。 

 身近に図書館がない地域への対応が求められています。 

 図書館に通わなくても読書ができる環境の整備が求められています。 

（４）多様化する図書館ニーズへの対応の検討や、ユニバーサルデザインの視点に立った読書環境の

整備が求められています。 

 ゆったりと長時間過ごせる居心地の良い読書環境が求められています。 

 市民の学びを支える図書館としての機能が求められています。 

 図書館に通いたくても通えない市民への読書環境の整備が求められています。 

 視覚障害者等の読書環境の整備を推進する必要があります。 

 増加傾向にある外国人市民などに対する多文化サービスが求められています。 

（５）読書のまち八王子を推進する上で、司書やボランティア等の充実が必要です。 

 地域の情報拠点を支えるレファレンス＊機能の向上のため、司書の専門性の向上が求められ

ています。 

 地域の読書活動を支えるボランティア等の読み聞かせのスキルの向上などが求められてい

ます。 

 学校図書館での読書活動を支える司書教諭・学校司書・学校図書館ボランティアのスキル

の向上などが求められています。 

（６）読書のまち八王子を推進する上で、効果的な情報発信が必要です。 

 読書のまち八王子を推進するため、図書館サービスや図書館関係団体の取組などの情報を

市民に届け、市民の利用の促進を図ることが求められています。 

 

 ３ 読書活動を取り巻く課題 
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Ⅲ 本計画の目指す姿 
 

 

 

 

 

 

「いつでも、どこでも、だれでも」読書に親しめるまち八王子 

 

 

 

 

 

  

 １ 基本指針 

読書は、子どもにとって、言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊

かなものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上で、欠くことのできな

いものです。また、人生 100 年時代においては、すべての人が、生涯を通じて、

学び続け、学んだことを生かして活躍できるようにすることが求められています。 

人口減少や高齢化が進む中、公共図書館は、子どもからお年寄りまで幅広い世代

が長年にわたって最も利用する公共施設の一つとなっており、市民の生涯にわたる

読書活動を支援する中核となる施設です。 

本計画では、図書館を中心として、家庭、地域、市民・市民団体、事業者、教育

機関、行政などが連携した取組を進め、「いつでも、どこでも、だれでも」読書に

親しめる環境を整備するとともに、全ての市民の読書活動を切れ目なく支援し、市

民が、生涯にわたって、“読書”を楽しめる、知的好奇心あふれるまちをめざしま

す。 

また、本計画では、図書館が地域の情報拠点としての市民の“学び”の場を提供

し、様々な世代の交流を促すことで、人と人とのつながりを深め、市民の生活課題

や地域課題の解決を“学び”の視点から支えていきます。 

本市は、以上の基本指針の実現に向けて、次の３つの基本方針及び共通方針によ

り取組を進めます。 

６つの課題を解決するため、以下の、基本指針、３つの基本方針及び共通方針のもと、施策を展

開していきます。 
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① すべての世代への切れ目ない読書活動支援 

乳幼児から高齢者まで、すべての世代が、生涯にわたって、読書を楽しみ、読書を通して学

び、心豊かな人生を送れるよう、発達段階や多様な生活スタイルに応じた、自主的な読書活動

を支援するとともに、グループでの読書活動や多世代の交流を促す読書活動を支援していきま

す。 

 

② つながりによるサービスの展開 

   図書館と市民、様々な関係団体との連携による取組を通して、市民の学びの場や地域の情報

拠点としての機能を充実し、地域コミュニティの活性化に寄与します。 

 

③ だれもが快適に読書に親しめる環境の整備 

    多様化する図書館ニーズに対応するため、利用者目線での身近な読書環境の整備を図るとと

もに、ユニバーサルデザインの考えに基づき、図書館の利用に障害のある方への読書環境の整

備を図ります。 

 

 

 

３つの基本方針を支える、共通の計画の基盤として、施策を展開します。 

 

（１）読書のまち八王子を支える人材の育成 

図書館司書の専門性の向上を図り、図書館のレファレンス機能を高めるとともに、地域で読

書活動を実践・支援する人々や地域の読書活動を支えるボランティアのスキルアップを図り、

読書のまち八王子を支える人材の育成を行います。 

 

（２）効果的な情報発信 

    図書館の利用案内にとどまらず、読書のまち八王子を推進するための様々な施策や読書に関

する情報を、多様な媒体を通じて、市民に広く発信していきます。 

  

 ２ 基本方針 

 ３ 共通方針：計画の基盤づくり 
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 4 計画の体系 

基本

指針
基本方針 主な取組

 絵本の充実

 ブックスタート事業

 読み聞かせ

 おはなし会

 ぶっくぱっく事業［新規］

 朝読書・家読（うちどく）の実施

 ブックトーク、アニマシオン、ビブリオバトルの開催

 一日図書館員、職場体験

 おはなし会

 学校図書館連携事業

 学習指導要領の改訂に対応した資料の充実

 調べる学習体験講座、調べる学習コンクールの実施

「図書コラボ給食」の実施

 高校生の読書環境の調査・研究

 高校生の読書への関心を高める取組の実施

 インターンシップの受入

 ボランティアの育成

 子育て世代への読書案内、イベント等情報提供

 勤労世代への学び直し支援、パスファインダー

 大人向け図書館体験［新規］

 大人向けブックトーク［新規］

 大人向けぶっくぱっく事業［新規］

 八王子千人塾

 朗読会

 情報リテラシー教育の推進［新規］

 調べ学習の場としての活用

 行政資料・郷土資料の収集及びデジタルアーカイブ化

 「八王子駅南口集いの拠点」での郷土史学習支援の検討

 資格取得や創業等経営に関する資料等の情報提供

 地区図書室（住民協議会）や八王子子ども文庫連絡協議会との連携

 地域の書店・出版社との連携

 イベントへの参加や出展を通じた商店会との連携

 保育園・幼稚園との連携

 高校との連携

 大学等との連携

 小・中学校ＰＴＡとの連携

 行政連携テーマ展示の実施

 情報発信の協力

 地区図書室の図書館化

 施設の老朽化対策

 「八王子駅南口集いの拠点」での憩いライブラリの実現に向けた調査・研究

 ＩＣＴの活用（学校図書館システムの活用、ICタグ導入の研究）

 郵送やオンラインでの図書館利用者カード交付の検討［新規］

 「図書館コンシェルジュサービス」の実施［新規］

 図書館の利用方法・情報の探し方講座の開催

 電子書籍や音楽配信サービスなど非来館型サービスの拡充

 参加型のイベントの実施

 高齢者施設への出張図書館・団体貸出の充実

 幸齢者サロンの共催

 図書の宅配サービスの拡充

 デイジー図書・電子書籍など障害者向け資料の充実

 活字文書の読上げや文字の拡大に必要な日常生活用具の給付

 対面朗読

 点字資料の作成

 手話しゅわおはなし会

 職員への研修の実施

 「福祉のしおり」への掲載など事業の周知

 多言語資料の充実

 日本語学習のための資料の充実

 学習指導要領の改訂に対応した絵本や児童書の外国語資料の充実

 日本人市民が国際理解を深めるためのテーマ展示等の充実

主な取組

 図書館司書の研修の充実

 出前講座の実施

 ボランティアに対する研修や講座の実施

 読み聞かせボランティア等の仲介

 対象や情報媒体を考慮した情報発信

 イベント等を通じた情報発信

行政連携の拡充9

13

利用者目線での身近な読書環境
の整備

高齢者サービスの展開

10

11

障害者サービスの展開12

施策の方向性

乳幼児1

高校生

大学生等

3

4

2 小・中学生

8

共通方針：計画の基盤づくり

5

6

「

い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
」

読
書
に
親
し
め
る
ま
ち
八
王
子

社会人

高齢者

②
つながりによる
サービスの展開

①
すべての世代への

切れ目ない
読書活動支援

多文化サービスの展開

図書館と関係のある団体などと
の連携による読書のまちづくり

学びの場・地域の情報拠点
としての機能の充実7

読書のまち八王子を支える人材の育成

効果的な情報発信

③
だれもが快適に
読書に親しめる

環境の整備

世
代
を
通
じ
た
図
書
館
で
の

読
書
・
体
験
活
動

４ 計画の体系
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Ⅳ 施策の展開 
 

本計画で掲げた３つの基本方針に沿って、施策を展開していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主な課題】 

 第３次読書のまち八王子推進計画では、乳幼児期からの成長過程における読書習慣の定着が重

要であることを踏まえ、市内 3 か所にある保健福祉センターで行っている３～４か月児健診で

のブックスタート事業や３歳児健診時の読み聞かせ、市図書館のほか身近な地域における保育

園・幼稚園・学童保育所・児童館・放課後子ども教室などでの読み聞かせなどにより読書活動

を推進し、個々の取組について、一定の評価は受けているところです。しかし、取組ごとの連

携が十分といえる状況ではありません。 

 国の第四次計画では、小学生と中学生の不読率について、「中長期的には改善傾向にある」とさ

れています。本市では、小・中学校での朝読書の活動や学校司書の配置による読書活動等によ

り、10 歳前後の図書館の利用率は年々上がってきていますが、小学校高学年から図書館の利

用率は下がる傾向にあり、読書から離れていることが推測されます。 

 国の第四次計画では、高校生の不読率の高さが課題とされており、その要因分析では、「中学生

までに読書習慣が形成されていない者と、高校生になって読書の関心度合いが低くなり本から

遠ざかっている者に大別され」、前者については、中学生までの読書習慣の形成が重要だと考え

られています。 

 本市における高校生の読書環境については、図書館における実利用者数を年齢別に見ると、人

口に占める高校生の利用割合が低いことまでは把握しているものの、高校生の不読率の実態の

把握については十分とは言えない状況です。 

 本市図書館の実利用者数を年齢別に見ると、20 歳代中盤～30 歳代前半、50 歳代～60 歳代

前半の実利用者数が他の世代に比べて少なくなっており、高齢者（65 歳以上）については、

75 歳以上の実利用者数が少なくなっています。 

 

 

すべての世代への切れ目ない読書活動支援 
１ 

基本方針 

乳幼児から高齢者まで、すべての世代が、生涯にわたって、読書を楽しみ、読書を通して学

び、心豊かな人生を送れるよう、発達段階や多様な生活スタイルに応じた、自主的な読書活動

を支援するとともに、グループでの読書活動や多世代の交流を促す読書活動を支援していきま

す。 
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１． 乳幼児1 

 子どもが本を楽しみ、興味を示すうえで、親の読書への関心を高める取組が重要です。絵本

の読み聞かせは、子どもの感性を豊かにする効果があることを周知し、家庭での親子の読書活

動を進めていきます。 

 また、ブックスタート事業や読み聞かせなど発達段階に応じた切れ目ない読書活動支援によ

り、読書習慣の形成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
1 児童福祉法及び母子保健法上の乳児、幼児を指し、乳児とは、1 歳未満の者、幼児とは、1 歳から小学校就学の始期

に達するまでの者をいう。 

ぴよぴよえほんのじかん（左） 

ブックスタート（右） 

施策の方向性 

主な 

取組 

 絵本の充実 

 ブックスタート事業 

 読み聞かせ 

 おはなし会 

 ぶっくぱっく事業＊ 

 

【関連所管】保健福祉センター・子ども家庭支援センター・子どものしあわせ課・ 

保育幼稚園課・児童青少年課・図書館 

主な取組 
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２． 小・中学生 

 学校教育支援のため司書教諭と学校司書との連携を深め、学校図書館を活用した読書活動や

調べる学習のさらなる充実を図っていきます。 

 また、平成 31 年度（2019 年度）から運用を始めた学校図書館システムを着実に運用する

ことで、学校図書館の選書に活かすなど、学校図書館システムを活用した取組を、市図書館と

も連携しながら、進めていきます。 

 さらに、学習指導要領の改訂を踏まえ、これまでの取組の中に、ブックトーク＊やアニマシオ

ン＊など対話を交えた読書活動を取り入れるなど、主体的・対話的で深い学びにつながるよう工

夫するとともに、蔵書の充実や職場体験などの取組を通して、「体験活動の充実」や「外国語教

育の充実」、「伝統や文化に関する教育の充実」を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

小学生対象の一日図書館員 

 

 朝読書＊・家読（うちどく）＊の実施 

 ブックトーク、アニマシオン、ビブリオバトル＊の開催 

 一日図書館員、職場体験 

 おはなし会  

 学校図書館連携事業＊ 

 学習指導要領の改訂に対応した絵本や児童書の外国語資料、地域の歴史や魅力を学べる

資料の充実 

 調べる学習体験講座＊、調べる学習コンクール＊の実施 

 「図書コラボ給食＊」の実施 

 

【関連所管】児童青少年課・保健給食課・教育支援課・指導課・生涯学習政策課・図書館 

主な取組 
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３． 高校生 

国の第四次計画では、高校生の不読率が上昇する傾向にあることがうかがえますが、本市の

高校生の不読率については、実態の把握が十分とは言えない状況です。本計画では、高校生の

不読率の実態を把握するため、高校生を対象とする読書環境の調査・研究を進めていくととも

に、高校生の読書への関心を高めるための効果的な取組を実施していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

４． 大学生等2 

本市の市域には、21 の大学・短期大学・高等専門学校があり、約 9 万 5 千人の学生が学ん

でいる全国でも有数の学園都市です。この特色を活かした取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
2 大学・短期大学・高等専門学校 

 高校生の読書環境の調査・研究 

 高校生の読書への関心を高める取組の実施 

（例：ビブリオバトル、一日図書館員、POP＊製作、学校図書館と連携した選書体験） 

 

【関連所管】図書館 

主な取組 

 インターンシップ＊の受入 

 ボランティアの育成     

 

【関連所管】学園都市文化課・図書館 

主な取組 
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５． 社会人3 

勤労世代や子育て世代など、各ライフステージのニーズを的確に捉え、それぞれに応じた読

書活動の支援を行い、読書に親しむ層を広げていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６． 高齢者4 

調査・研究などの学習意欲の高い高齢者への対応や大活字本や電子書籍など高齢者のアクセ

シビリティにも配慮した資料の収集などの取組を通じて、高齢者にも読書に親しめる環境を整

備していきます。 

 

 

 

 

 

 

  

                                                   
3 ここでは、生産年齢人口（15 歳以上 65 歳未満）から、高校生・大学生等を除く者を指す。 
4 65 歳以上の者を指す。 

 子育て世代への読書支援（おすすめ図書リスト、イベント等情報提供） 

 勤労世代への読書支援（学び直し支援、パスファインダー＊） 

 大人向け図書館体験 

 大人向けブックトーク 

 大人向けぶっくぱっく事業 

 

【関連所管】保育幼稚園課・児童青少年課・企業支援課・図書館  

主な取組 

 八王子千人塾 

 朗読会 

 

【関連所管】高齢者いきいき課・障害者福祉課・図書館 

主な取組 

八王子千人塾（左） 

朗読会（右） 
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【主な課題】 

 平成 31 年（2019 年）３月「八王子市の生涯学習の振興方策について」（生涯学習審議会答

申）では、図書館について、従来の「楽しみ・娯楽のための読書の環境を提供すること」に加

え、「人生１００年時代を見据えた『学びなおし』など生涯学習の場」となることを期待されて

います。 

 「読書のまち八王子推進連絡会議」においては、今後図書館に求められる役割として、「地域の

情報拠点」「市民同士の交流やつながりを生む場」といった意見があり、図書館に新たな役割が

求められています。 

 読書環境への多様なニーズに応えていくためには、関係機関や読書活動に関わる団体、関係所

管とのさらなる連携が求められています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つながりによるサービスの展開 
基本方針 ２ 

基本方針 

図書館と市民、様々な関係団体との多様な連携による取組を通して、市民の学びの場や地域

の情報拠点としての機能を充実し、地域コミュニティの活性化に寄与します。 
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７． 学びの場・地域の情報拠点としての機能の充実 

「学びたい」や「気になる」、「やってみたい」など、市民ひとりひとりの好奇心や学習意欲

に応えます。人生 100 年時代を迎え、生涯にわたる学習や能力向上が必要となるなかで、自ら

の人生の中での学び直しや、資格取得を試みる方への学びの場として、また創業等へ関心のあ

る方への情報提供など、より良い環境の提供を目指します。そして学びを社会や地域に還元す

る「地域の情報拠点」としての機能を充実させていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 資料の活用や情報検索など図書館利用法、情報の探し方講座など（情報リテラシー＊ 

教育）の推進 

 調べ学習の場としての活用（生涯学習講座や市内街歩きイベントとの連携など） 

 行政資料・郷土資料の収集及びデジタルアーカイブ化＊ 

 「八王子駅南口集いの拠点」での郷土史学習支援の検討 

 資格取得や創業等経営に関する資料等の情報提供 

 

【関連所管】 企業支援課・学習支援課・生涯学習政策課・文化財課・図書館 

主な取組 

施策の方向性 

コラム》》 つながりを生み出す  

「学びの場」としての図書館 

京都が出てくる本のデータ 

オープンデータソンの様子 

京都府図書館司書を中心とした自己学習グループ「ししょまろはん」では、

京都が出てくる小説・漫画等のデータを集め、オープンデータ＊として公開し

ています。書誌情報に加え、作品に登場するスポットの位置データ、おすすめ

度や内容紹介をあわせて掲載。データ数は現在約 400 件にのぼっています。 

「京都府民だけでなく県外の方にも楽しんでいただけたら」という思いをこ

めて作られたオープンデータ。公開後、スマホ用観光アプリのコンテンツに登

録されるなど、データ活用は広がりをみせています。 

ほかにも「ししょまろはん」では、参加者が歴史・観光スポットをまち歩き

して Wikipedia や OpenStreetMap の編集を行うイベント「まち歩きオープ

ンデータソン」に協力してきました。 

地域情報の収集や郷土資料の活用など、まちの情報拠点としても活動を広げ

る現在の図書館。地域や学校、事業者など様々な団体と連携して、既存の文化・

観光資源に新たな価値を加えたり、ひとのつながりを生み出す取り組みに注目

が集まっています。人生１００年時代を迎えた今、市民ひとりひとりのニーズ

に応えられる「学びの場」としての図書館が求められています。 
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８． 図書館と関係のある団体などとの連携による読書のまちづくり 

地域の商店会のイベントに参加するなど、市民、地域の書店・商店会、大学など図書館と関

係のある企業や団体との連携を通して、本や読書の魅力を発信します。また、地区図書室への

団体貸出など、図書館の情報拠点としての機能を強化するほか、本や読書を媒介とした市民の

コミュニケーションの場を提供することで、市民同士や地域のつながりを創出し、地域コミュ

ニティの活性化に寄与します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９． 行政連携の拡充 

  図書館の情報拠点機能を活かしたテーマ展示などを通じて、市民が行政課題や行政サービス

へ関心を持つきっかけにするとともに、行政サービスの利用の拡大・促進に努めます。 

 また、認知症のテーマ展示と併せて、図書館の会議スペースなどを活用して認知症サポータ

ー養成講座を実施するなど、関連する事業を組み合わせることで、相乗効果を意識した取組を

行っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 地区図書室（住民協議会＊）や八王子子ども文庫連絡協議会＊との連携（団体貸出） 

 地域の書店・出版社との連携（共同テーマ展示、イベントの実施、情報発信の連携な

ど） 

 商店会との連携（イベントへの協力・参加や出展） 

 保育園・幼稚園との連携 

 高校との連携 

 大学等との連携 

 小・中学校ＰＴＡとの連携 

 

【関連所管】協働推進課・学園都市文化課・保育幼稚園課・産業政策課・図書館 

主な取組 

 各所管と連携したテーマ展示の実施 

 情報発信の協力（各所管と図書館とで相互に） 

 

【関連所管】図書館 

主な取組 
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【主な課題】 

 市域の広い本市においては、これまでも身近な読書環境を整備するため、地区図書室の図書館

化やブックポストの整備・郵便局との包括連携事業などの取組を進めてきました。一方で、本

市の調査5によれば、図書館を利用しない理由のうち、「図書館まで遠いから」が３割となって

おり、身近な場所に図書館がない地域が存在しています。 

 現在中央図書館は、建設から 34 年が経っており老朽化が進んでいます。また、本市の本館・

分館の４館において、蔵書量が、所蔵可能数を上回っており、書庫の狭隘
きょうあい

化が課題となってい

ます。さらに、障害者等への合理的な配慮の観点から、ユニバーサルデザインに基づく施設整

備が求められています。 

 近年、図書館に対する市民ニーズは多様化しており、特に、最近の公立図書館では、サードプ

レイス＊として、学びの場としての自習スペース、乳幼児などを連れた保護者が周囲に気兼ね

なく利用できるスペース、居心地の良いカフェスペースなどを整備する事例が散見されていま

す。本市においても、主に中高生は自習室として、高齢者世代は書斎代わりに、滞在できる居

心地の良い場所として、図書館を利用するケースが増えてくるなど、新たな図書館へのニーズ

が高まっています。 

 第３次読書のまち八王子推進計画において、平成 30 年度（2018 年度）に、図書館システム

の更新と電子書籍の導入を実施しました。また、平成 31 年度（2019 年度）に、市立小・中

学校で学校図書館システムが稼働し、今後、新たなシステムの活用段階に入ってきています。

さらに、超スマート社会（Society5.0＊）の実現に向けて人口知能（AI）やビッグデータの活

用などの技術革新が急速に進み、市民を取り巻く読書環境も急速に変化していくことが予想さ

れます。 

 本市の調査では、１年間で図書館を利用していない市民が、７割近くを占めており、多くの市

民が図書館を利用していないことが課題となっています。利用手続きの簡略化や非来館型サー

ビスの充実などの利便性の向上や、普段図書館を利用していない方に興味を持ってもらえるイ

ベントなどの取組が必要です。 

 

                                                   
5 市政世論調査報告書（第 50 回）平成 30 年（2018 年）10 月 

だれもが快適に読書に親しめる環境の整備 
基本方針 

３ 
基本方針 

多様化する図書館ニーズに対応するため、利用者目線での身近な読書環境の整備を図るとと

もに、ユニバーサルデザインの考えに基づき、図書館の利用に障害のある方への読書環境の整

備を図ります。 
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 本市においても、超高齢化により、介護を受ける高齢者や認知症高齢者が増加することが予測

されており、図書館に通いたくても通えない高齢者や認知症高齢者など、読書に支援が必要な

高齢者への取組が重要となってきています。 

 国は、障害者への差別を解消するため、「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」

（平成 28 年（2016 年）４月１日施行）を定め、障害者への不当な差別を禁止するととも

に、障害者に対する合理的な配慮に努めることを法的に義務づけています。また、障害者にお

ける読書環境については、「読書バリアフリー法」（令和元年（2019 年）６月 28 日）が公

布・施行されました。この点、本市においては、国に先立ち「障害のある人もない人も共に安

心して暮らせる八王子づくり条例」（平成 23 年（2011 年）12 月 15 日）を定め、障害者へ

の合理的な配慮に努めています。障害者における読書活動の推進においても、宅配サービスや

音訳資料・点字資料の作成など本条例に基づき取組を進めていますが、さらなる資料の充実や

サービスの展開が求められています。 

 本市の外国人市民は、年々増加しており、利用案内等の多言語化や多言語図書の充実など、外

国人利用者にとって利用しやすく親しみやすい図書館の整備が必要となっています。 

 

 

 

 

  

コラム》》 八王子の学生が開発した 

印字と点字の自動相互翻訳システム「てんどっく」 

 

「てんどっく」は、印刷された一般の文字（墨字）を点字に、点字

を文字に自動変換する翻訳するシステムです。本市にある国立東

京工業高等専門学校の学生チームが開発しました。 

視覚障害者の方は、市や学校等からのお便り、チラシや請求書

など、日々多くの書類に接する中で、内容が分からずに苦労をす

る場面が少なくありません。 

そんな視覚障害者の悩みを聞いた学生が、IT 技術で視覚障害者

の役に立ちたい、という思いで開発したものです。 

また、「てんどっく」は全国高専プログラミングコンテストでも

最優秀賞・文部科学大臣賞を受賞するなど、高く評価されました。 

視覚障害者が情報を得るためのツールが少しでも増えていくこ

とが期待されます。 
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１０． 利用者目線での身近な読書環境の整備 

わかりやすい利用案内の作成やレファレンス機能の向上、老朽化した施設の改修や居心地の

良い空間の創出、大人が楽しめるイベントなどの取組により、図書館の価値や魅力を発信し、

図書館を頻繁に利用していなかった方や今まで図書館を利用したことがなかった方でも、気軽

に図書館を利用し、読書に親しめる環境を整備していきます。 

 また、電子書籍の拡充、地区図書室の図書館化や郵便局との包括連携事業などの取組によ

り、読書の利便性を高め、忙しくて頻繁に図書館に来ることができない方でも、身近で気軽に

読書に親しめる環境を整備します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 地区図書室の図書館化 

 施設の老朽化対策 

 「八王子駅南口集いの拠点」での憩いライブラリの実現に向けた調査・研究 

 ＩＣＴ＊の活用（学校図書館システムの活用、ＩＣタグ＊導入に向けた研究など） 

 郵送やオンラインでの図書館利用者カード交付の検討 

 「図書館コンシェルジュサービス＊」の実施 

 図書館の利用方法・情報の探し方講座の開催 

 電子書籍や音楽配信サービスなど非来館型サービスの拡充 

 家族・友人等と一緒に来館して楽しめる参加型のイベントの実施（自分のお気に入りの

本の装備や修理の体験講座、ブックトーク、ビブリオバトル、大人の図書館探検隊 

等） 

 

【関連所管】都市総務課・図書館 

主な取組 

施策の方向性 
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１１． 高齢者サービスの展開 

高齢者施設への出張図書館や団体貸出、図書の宅配サービスなどの取組により、図書館に通

いたくても通えない方でも、読書に親しめる環境を整備します。また、幸齢者サロンなどの取

組を通じて、認知症高齢者や家族などに、安心して読書に親しみ、心豊かな時間を過ごしてい

ただける環境を整備していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 高齢者施設への出張図書館・団体貸出 

 幸齢者サロンの共催 

 図書の宅配サービスの拡充 

 

【関連所管】高齢者福祉課・図書館 

主な取組 

八王子ケアラーズカフェわたぼうし 

が図書館に出張する「幸齢者サロン」 
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１２． 障害者サービスの展開 

読書バリアフリー法の公布・施行など、国の動向も踏まえ、デイジー図書や電子書籍など、

目が不自由な方や重度障害のため図書館に通うことができない方でも利用できる資料の充実や

ユニバーサルデザインの考えに基づく施設の改修などを通して、様々な障害のある方の読書活

動を支援するとともに、気軽に読書に親しめる環境を整備していきます。 

 また、研修等を通して職員の障害者への理解を深め、ディスレクシア＊など外見では分かりに

くい障害のある方へのサポートにも配慮をしていきます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 障害者向け資料の充実（デイジー図書＊・電子書籍など） 

 活字文書の読上げや文字の拡大に必要な日常生活用具の給付 

 対面朗読 

 点字資料の作成 

 手話しゅわおはなし会 

 職員への研修の実施 

 「福祉のしおり」への掲載など、関連所管との連携による事業の周知 

 

【関連所管】障害者福祉課・図書館 

主な取組 

中央図書館での手話しゅわおはなし会 
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１３． 多文化サービスの展開 

行政情報や生活に必要な情報の多言語化や日本語学習のための資料の充実などの取組によ

り、日本語がわからない外国人市民への情報提供を進めていきます。 

 また、図書館利用案内を多言語でホームページに掲載するなどの取組により、外国人市民の

図書館の利用を促進します。 

さらに、日本や八王子の郷土・歴史・文化を学ぶことができる外国語資料の充実などの取組

により、外国人市民の学ぶ場を提供していきます。 

 学習指導要領の改訂により小学校で英語の授業が本格的に始まることから、児童が親しみや

すい外国語絵本や児童向けの外国語資料の充実により、英語を学び始める児童を支援していき

ます。 

そして、多文化共生への理解を深める手助けとなる資料の充実やテーマ展示などの取組を通

して、日本人市民の多文化共生意識の醸成を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 多言語資料の充実 

 日本語学習のための資料の充実 

 学習指導要領の改訂に対応した絵本や児童書の外国語資料の充実 

 市民だれもが国際理解を深めるためのテーマ展示等の実施 

 

【関連所管】多文化共生推進課・指導課・図書館 

主な取組 

国際理解を深めるためのテーマ展示 



31 

 

 

 

 

【主な課題】 

 読書のまち八王子の実現のために、これまで、図書館司書や、学校司書、各種ボランティアや

読書活動に関わる団体などが連携し、取組を進めてきました。更に読書活動を推進するために

は、ボランティアなど読書活動に関わる人材の更なる育成やレファレンス機能を高めるための

司書の専門性の向上が必要です。 

 図書館ではこれまで多くの事業を実施してきましたが、各取組が市民に十分に周知されている

とは言えませんでした。そこで、これまでの情報発信のあり方を見直し、市民に情報が届くよ

う効果的な情報発信を行う必要があります。 

 

 

 

 

 

 

 

  

計画の基盤づくり 共通方針 

読み聞かせや本の修理で活躍する 

ボランティアの皆さん 
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１．読書のまち八王子を支える人材の育成 

図書館司書に多様な研修の機会を確保することで、図書館司書の専門性の向上を図り、必要

な情報を的確に提供するためのレファレンス機能を高めていきます。 

 また、出前講座などの取組により、図書館以外で読み聞かせなどを実施している人々のスキ

ルの向上を図り、地域の読書活動を推進していきます。 

 図書館ボランティアや学校図書館ボランティアに対する研修や講座を通して、スキルの向上

を図ります。 

 子育て支援施設に読み聞かせのできるボランティアを仲介するなど、ボランティア活動の場

を広げる取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．効果的な情報発信 

SNS＊を利用した情報発信など、対象に応じて情報媒体やデザインなどを工夫し、効果的な情

報発信を行います。 

 また、地域や商店会のイベントなど、市民の多くが利用するイベントへの参加を通して、読

書の楽しさや図書館事業を広く市民に PR していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 対象や情報媒体を考慮した情報発信 

 イベント等を通じた情報発信   

 

【関連所管】図書館  

主な取組 

 図書館司書の研修の充実 

 出前講座の実施 

 ボランティアに対する研修や講座の実施 

 読み聞かせボランティア等の仲介   

 

【関連所管】指導課・図書館 

主な取組 
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Ⅴ 計画の推進 
 

 

 

 

 本計画の着実な推進を図るため、図書館を中心として、市民、地区図書室、学校、行政等が連携して、

各事業や具体的な取組を推進していきます。 

 

 

 

本計画が円滑に実施され、下記の目標が達成できるように、各事業について、その取組実績を把握

し、評価を行う（PDCA サイクル）とともに、教育委員会の附属機関である「生涯学習審議会」や懇

談会である「読書のまち八王子推進連絡会議」にて、報告、意見聴取を行い、効果的な推進を図りま

す。 

 

 

 

 

指標名 

平成 30 年度 

（2018 年度） 

現状値 

令和６年度 

（2024 年度） 

目標 

図書館の実利用者率※1 10.6％ 

計画に掲載した様々な取組を通じ

て、利用登録者の過去５年間の平

均割合（24.0％）を維持しつつ、

図書館の実利用者率を高めます。 

市民１人あたりの貸出数※2 4.4 点 

計画に掲載した様々な取組を通じ

て、利用登録者の過去５年間の平

均割合（24.0％）を維持しつつ、

市民一人あたりの貸出数を増やし

ます。 

※1 読書に親しめる環境づくりが推進できているかをはかる指標であり、市の住基人口に占

める図書館の実利用者数（年内に１回以上図書館資料を借りたことのある利用者の数）

の割合です。 

※2 図書館の実利用者率を補完する指標であり、図書館資料の貸出総数を市の住基人口で除

した値です。 

 

   

 1 計画の推進体制 

 ２ 計画の進行管理 

 ３ 指標 
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持続可能な開発目標（SDGｓ）との関係 

 

 
SDGs（Sustainable Development Goals）は、経済・社会・環境の３つのバランスが

取れた社会を目指すための国際目標であり、平成 27 年（2015 年）9 月に国連総会で採択

された「持続可能な開発のための 2030 アジェンダ」に掲げられています。 

この SDGs は、発展途上国だけでなく、先進国も含めたすべての国々、人々を対象として

おり、令和 12 年（2030 年）までに持続可能な世界を実現するための 17 のゴールと 169

のターゲットで構成されています。「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、達成に向け

てすべての人々が SDGs を理解し、それぞれの立場で主体的に行動することが求められてい

ます。 

国では、平成 28 年（2016 年）に内閣に「持続可能な開発目標（SDGs）推進本部」を

設置するとともに、同年に策定した「持続可能な開発目標（SDGs）実施指針」には、地方自

治体の各種計画等に SDGs の要素を最大限反映することを奨励しています。 

本市においては、基本構想・基本計画「八王子ビジョン 2022」における基本理念「人と

ひと、人と自然が響き合い、みんなで幸せを紡ぐまち八王子」と SDGs に掲げる持続可能な

社会の実現の方向性が同一であることから、基本計画に定めた 49 の施策を着実に実行するこ

とで、17 のゴールの達成へ貢献していきます。 

本計画では、基本指針を「『いつでも、どこでも、だれでも』読書に親しめるまち八王子」

としており、SDGs の 17 のゴールのうち特に関連が深い「４ 質の高い教育をみんなに」

の達成に貢献しています。 
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